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1930年代における作文教育実践＜3＞
牧戸　　章
‘ま　し：め　石ここ
本稿では、1930年代における作文教育実践の記録として、東京市で行われた研究会
での指導案を取り上げる。東京市四谷第三尋常小学校に勤務する教師（水野静雄）と
五味義武視学官とが授業を行い、その後に講演が催されたようである。以下に示すの
は、その際の資料冊子であるが、五味視学官の授業に関しては教材文「花の恩出」と
参考文だけが付されている。また、あわせて講演の要項も載せられている。
昭和十四年二月五日（土）
第一回　綴　方　研　究　会
東京市四谷第三尋常小撃校
予　定
一　章地授業　1　年前一〇・一五　「雪」による　　二・男
”一一・〇〇　細叙観察の指導　　　　　　水野静雄
2　午前一一・一五　「花の思出」による　五・女
心情表現の指導　　　　　　五味視学
批評会　　3　年后　一・〇〇
講演会　　4　　－年后　四・〇〇
綴方に於ける児童の杏達概観と
各撃年指導目標
五味視学
一　69　－
尋常科第二撃年男綴方指導案
指導者　　水　野　静　雄
一　日　時　　昭和十四年二月二日（木）午前一〇・一五
〝　一一・〇〇
二　題　材　　（学級文集　つづり方の本第九号掲載見童文）
三　日　的
観察の指導を主として、精細に物を叙罵する精神を養ふ。
雪の日の行動・観察を叙寓した雪（二）（若林一郎作）の文によって、すべ
て文を書く上に、事象を精細に観察し、叙罵することの必要をさとらせ、そ
の態度を養ふ。
四　指導観
1、心理的に、子供といふものは、物の見方が非常に観念的なものではなから
うか。この観念的な物の見方を訂正してゆくことが、低撃年額方指導の重
要な眼目であらうが、さういふ意味で、観察の指導や、精細に物を描寓す
る技法を体得させることに、特に力を注がなくてはならぬ。
2、観察の不徹底の馬の、表現上の欠陥といふことも勿論あるが、又一方どの
程度にまで、こまかく書けばよいかといふ見昔がつかぬ子供が多い。その
ためには個々の作品について、個々の見童にその欠陥を指示し、書き直し
をやらせることは必要である。この文例「雪（二）」はさうして出来たも
のであって、「雪（一）」の沓展である。そして雪（二）は雪（一）より
もたしかに進んだ叙罵が行ばれてゐると言えよう。
3、勿論これは、その行動を描いて出来上った文である。がこの文のよさは、
行動の中に、よく行届いた観察があり、作者の心情が、そこはかとなく漂
ってゐるところにある。
（一）の方には、ねぼり強い観察の態度、全体を書きまく　らうとする心横
へが、如何にも弱々しい。（二）の方へ行って、この弱点が相嘗救ほれて
ゐる。
4、雪の日といふ特異な題材には違ひなからうが、雨降りとか風の日とかいっ
たものと同列に、日常的な経験とも言へよう。そしてこの作者の態度には
別に積極的な意圏はない。あったことをあったまゝに書いた文である。し
かしこの観察の部分は、二年生としては上々だらう。そして唯一の積極面
である。
5、この文には、何か非常に豊かにひヾく香気がある。私はそれを作者の懐く
心情のせいだらうと思ふが、この文では「雪が降ればいゝ本とうに雪は降
るだらうか」といふ心持が、弟の言った言葉をきっかけに、何か愛情的な
内容で、刺々とせまって乗る。これは作者の生活が、家庭的に恵まれてゐ
る証接ではなからうか。或はこれはたヾ私だけの恩ひすぎだらうか。
「やっぱりふり出したぞ、お父ちゃんやお母ちゃんのいふことには、うそ
－　70　－
はないや」の一節など。
6、構想について
表現
（観察）
○撃校へ行かふとすると、空がくも
ってゐました。
（寓賓）
（観察）　いくども空を見ました。空
はくらくなってもう少しで雪
がふりさうなお天気でした。
（心情）本とうかしら、
本とうにふり出したら、雪
だるまをこしらへよう
（心情）撃校へ行っても…・。やつ
りふり出したぞ…・。
（観察）風が出て来て・・・・
女の人が…・　やねも‥・・
下の道も・・‥
雪はおちてしまへば・‥・
（感覚）かさに雪があたって、ぽた
ぽたと音がします。
（寓寮）　朝く　ら君がゐたので…・。
（罵賓）
（観察）
○雪はだんだん雨になって乗ました
場所
うち
撃校へ行
く途中
攣校
かへり
うち
人物
（ぼく）
◎こうちゃん
○女の人
○けんちゃん
○朝くら君
○をばさん
○ほかの組の子
◎かつどん
◎こうちゃん
ぼ　く
場面
会話
葛生
会話
行動
7、表現の吟味
イ　起承轄結の起と結
撃校へ行かうとすると、空がくもってゐました。
雪はだんだん雨になって乗ました。
－　71－
これは二回目の文でこゝまで来たのであって、その作業を徹底さしてゆけ
ば自ら道は拓ける。しかもかうなったために、一層文に焦点が出来て来た。
ロ　会話の再現（或は罵賓）
1「兄ちゃん、雪がふるって、本とうだね」
「どうして雪がふるの」
「だってお父ちゃんもお母ちゃんもくもってゐるから雪がふるっていって
ゐたよ」
「本とうだね」
「本とうさ、だからふったらかさもって行くって」
「さうたい、じゃあばよ」
2「たヾ今」
「やあめがねの父さんかへつたか、雪がふったな」
「兄ちゃん、おかへり、やっぱり雪ふったね」
「うん、ふったね、いゝからおりてこいよ」
「うん」
「おいこのストーブの中に雪入れちやだめだぞ」
「ペチン」
会話だけを拾ってみる。他の説明なしに、これで充分もうその場の情景が
浮んで来る。これは非常に素朴であって、しかも効果的な具象化の一つの
方法である。けだしこれは罵音だからであらう。現賓の具体性をそのまゝ
文表現にする方法として、寓賓こそ（或は初歩的には再現）が唯一つの方
法であらう。
そして、この合話を文の中に取入れることは易しいことに恩へて、中々誰
にもは出来る技でない。現賓に立ち向かふ柑嘗高度なリアリステックな眼
と、それと切りはなせない表現能力がなくては容易な技ではない。遥しい
精神とは、知性的にも、感情的にも、或は表現の技術から言っても、刻明
な観察態度、素直で忠賓な心情的態度、それを、あくまで書きまくってゆ
かうとする表現の精神持績、そんなものをさして言ふべきであらう。
更にこの会話のもっ感覚。
請んだだけで、心がおどってゐる。これは散文ではなくて一つの詩であら
う。子供を配した現賓の断面は常に一つの詩になるだらう。さう言へば、
子供のもっ雪へのあこがれそれ自身詩ではないか。多くの雪の文を謹んで
でこの感が深い。これは要するに子供の生活は一つの遊戯にすぎないとい
ふところから来てゐるのだらう。
子供の現薯性、子供の思想性、子供の生活性も亦この観点から吟味されな
くてはならないだらう。
もう一つこの二つの会話は、1・2が、文全体の機構から言って、相封應
ー　72　－
してゐる。この構想のうまさは、書き直しによって得られたものである。
ハ　会話の表現のうまさが、又観察の鋭さとなってゐる。
事象を寓す精神も、観察の眼も、よって来るところは一つなのであらう。
1撃校へ行かうとすると空がくもってゐました。
2空はく　らくなって、もう少しで雪がふりさうなお天気でした。
3雪がちらちらふり始めました。
4風が出て来て、雪はよこにふり出しました。
5女の人がかさをさして走って行きました。かさは雪でまるで白いかさのや
うに見えました。かさの雪が道へおちます。
6やねもまつ白です。ふって来る雪がころころころがっても、やねの上でと
まってしまふ。
7下の道には、雪が少なくて土色のところもあれば、もうまつ白い所もあり
ます。
8雪はおちてしまへばまつ白とわかるが、おちて来る時には、しゆつしゅっ
と白くて長いものゝやうに見えます。
9かさに雪があたって、ぽたぽたと音がします。
10雪はもう大へんらもってゐました。
11雪はだんだん雨になって来ました。
二　心持（心情的なもの）の表現が又この文の持つ香気の原因となってゐる。
即ち雪への子供らしい屈幕が、雪が降ればよいがなあといふ心持が、弟
の言葉から引き出されて、自分の心持となり、それが文全体の中に溶け
て流れてゐる。
1「兄ちゃん、雪がふるって本とうだね」
「どうして雪がふるの」
－以下略　－
2「本とうかしら」と思っていくども空を見ました。
3本とうにふり出したら、雪だるまをこしらへよう。
4撃校へ行っても雪のことばかり思ってゐました。
5やっぱりふり出したぞ、お父ちゃんやお母ちゃんのいふことには、うそは
ないや
6「やあ、めがねの父さんかへつたか。雪ふったね」
「兄ちゃん、おかへり、やっぱり雪ふったね」
「うんふったね」
この中に流れてゐる心情が、この文の侶値を高め、雪の主題を子供らしく
つくってゐる。
ホ　かう分析してみると、この文は中々程度が高いやうに恩へる。
－　73　－
構成、観察、感受、表現と並々ならぬ腕前をもってゐる。
こゝには遥しくのびる條件が、備ってゐる。この文例を通し、その精神
にふれて一般見童の指導をしたさものである。
へ　雪がふったならば、雪に取材させ、雪の文を書かせるといふことは、戦
争が行ほれてゐるから戦争の綴方を書くといふことと同じやうに大切で
ある。私たちは、自然的な環境も、人事的な環境と同じやうに、見逃し
てはならぬ。
ト　取扱に際しては－と比べてこの方を調べたい。把糎のところで特に。
観察の指導
構想の指導
五　準　備　　綴方の本第九号
六　指導過程
1　日的指示
○今日は若林君の雪の綴方でおけいこをしませう。
この文はどこが上手にかけてゐるか、
上手に書くにはどうすればよいか、よく勉強しませう。
2　事象の吟味
イ　自由講と指名讃
事象をっかませるために
ロ　この文は何をかいたものですか。
（雪の日のこと。雪がふってうれしかったこと。）
ハ　どんな人が出て来ますか。
（僕、こうちゃん、けんちゃん、斬くら君、をばさん、はかの組の子、かつど
ん）
ニ　場所はどこですか。
（おうち一撃校へ行く途中一撃校－かへり－おうち）
ホ　いつのことですか
（雪のふった日）
その日のいつですか
（一日中、朝から一夕方）
3　表現の吟味
－　74　－
イ　この文をよむとどんな気持がしますか。（おぼろげに主題的なものをっかま
ロ
ノ＼
せる）
（うれしそうです。雪がふればよいと思ってゐるやうです）
雪がふればよいと思ってゐるところはどこでわかりますか。（心持の省察）
朝の会話
「本とうかしら」といふ気持
やっぱりふり出したぞ‥‥
かへつてからのうちでの会話
どんなところがうまいですか。
お話がうまくかけてゐます（生活の見方とあらはし方）
含話だけを、勉強する（指導観、会話の郡参照））
よく見て書いてゐます。（観察）
－略－　　（指導観参照）
4　把担
イ　この文を前一とくらべたらどうでせうか。
どこがちがいますか。
どこがうまくなっていますか。
ロ　この文がうまいといふのはなぜでせうか。
・お話がはいってゐる－（ありのまゝ　　　　－だからこうちゃんでも、かつど
その通りにかく）　んでもその人がよくわかる。
・よく見てかいてゐる一観察の指導　一雪のやうすや、そらのやうすがよくわ
かる。
・心持がよく出てゐる一心情の指導　一雪をまってゐるやうすが生き生きと出
てゐる。
・しまひまでかく　　　一構想の指導　一雪はいっか雨になって来た。
文の冒頭とつりあってゐる。
5　昧讃、二回
6　斉藤君の「雪」加藤君の「雪」小針君の「雪の日のおっかひ」などくらべて、
かんがへて見る。
以上
つづり方の本　　九
雪の綴方　　　　　昭和十四年一月二十六日
四谷第三　二年男一組
－　75　－
雪 蔚　藤　恭　平
おきて　撃校に行くとちう、雪らしいものが降って来た。おにいさまが、雪がふって
来たといったので、よく見ると、ほんとに雪が降って来たので、ぼくはうれしかった。
撃校へついて、すこしたっとりんがなった。みんなおざについた。先生が来ないので
すこしわいわいいってゐる。荻野君が、雪だ　雪だといったので、どうれといって外
を見ると、ほんとにすこしだけどふってゐる。それから一時かん二時かん目にはずゐ
ぶん降ってゐた。四時かん目のじゆぎゃうをすまして、げたばこの所にいってみると、
うら門があいてゐないで、うんどうぢやうをよこぎって、おもて門の方へ行った。雪
はそうとう降ってゐる。東京としたらそうとうの大雪だ。ぼくは、けふがいとうをき
てきたのでたすかった。
ぼくは、お正月行ったスキーのことを恩ひ出した。
東京は富士見のことを思へば、雪はとてもすくない。八ケたけがまつ白い。日があた
るとはん・Lやしてとてもまぶしい。上すはへノヾスで行った。ふぶきがひどくて、バス
のうんてんしつのガラスがわれるかと患った。家の屋根には石がおいてあった。雪は
下に降るのが、ほんとうなのに、富士見の方ではよこにふる。
そんなことをかんがへながら、うちの前まで来た。ぼくはなんでもかんでもうれしい
から、げん気よく　たヾ今といった。ぼくがよろこんでゐると、おかあさまが、ねい
やは雪なんつか、まつ平だといってゐるよといった。ぼくは　おなかがぺこぺこなの
で、お三時をちょうだいといったら、おにいきまがかへつて乗たら、ホットケーキを
つくってあげますといった。
雪はしづかに降ってゐる。とく本のすヾめにあったやうにしづかだ。時々向かうの大
きな木がゆれる。もう雪で、庭にひいてある。まつばもつゝまれてゐる。ぼくは二・
二六じけんの時の大雪のことをかんがへてゐた。きみ子がかへつて来た。三時になっ
たので、ホットケーキをっくってくれたので、ぼくときみ子とおばあさまでたべた。
ぼくはもつとたべたいけど、牛にうがないので、たまごでつくってもらってたべた。
雪はもうやみかけてゐた。ぼくがおかあさまに、すどう君ちにいってもいゝときいた
ら、もうおそいからだめだといったので、ぼくは、こんなに雪がふったのに、外に出
られないから、すこしっまんなかった。おかあさまが、べんきやうしなさいといった
ので、じゆくだいから、さきにやるといったら、しゆくだいがあるなら、すどうさん
のうちどころのさはぎじゃないといった。しゆくだいをすまし、かきとりをすまして
そとを見ると、だいぶんくらくなってゐた。そして雨まじりの雪だった。夕はんのち
ょっと前、まつくらになっているけども、ざあざあといってゐた。
ぼくは、あくる日まで雪がもつかしらと思ってゐた。夜のてんきよほうで、こんやは
朝まで　雪が降りつヾいて　あしたは雨だといったので、がっかりしてしまった。
あくる日、撃校にいってみたら、雨どころかとてもいゝお天気だった。みちにはとこ
ろどころ氷がはってゐた。
一　76　－
雪 加　藤　弘　一
撃校のいきに、なんだかこまかくて、あめか雪かわからないものが、ふって乗ました。
三時間目になると、だれかが、雪が降って来たよ、といひました。ぼくはおどろいて
しまひました。もうかえりにはいっぱいつもってゐました。口をあくと、雪が口の中
にはいります。うちへかへつて、かばんをおいて、しゆくだいをやって、それから、
あそぴにいくと、どこのやねも　みんなまつ白です。．でんしんばしらから、木の枝か
ら、なんでもまっ白になってゐました。ずうっと、みちがまつ白で、よその家の前に
くると、そこだけ、雪がとけて、まるく、すまふのどひようみたいになってゐました。
ずんずんふってゐるので、がいとうがまつ白になってうちへかえってみると、うちの
つね子が、「あ　雪だるまが来た」といってゐました。それでみんな大わらひをして
しまひました。雪をはたいて、また出かけて、雪をいじりました。こんどは、おにい
さんとぼくと雪がつせんをしました。ぼくは、おにいさんのおけつやかはにどんどん
ぶつけてしまひました。しまひには、おにいさんにどんどんぶつけられてしまひまし
た。あんまりいたくなったので、「もうやめたよ」といふと、「なにいってやがるん
だい」といって、すべって、けつをまつ白にしてしまひました。おけつをはたいて、
こんどは、長ぐつはいて、すべりにいきました。おにいさんがおしてくれといったか
ら、力いっぱいおしてやったら、するりとすべって、どこから、どこまで、みんなま
つ白になってしまひました。しまひにおにいさんにおされて、すってんころりんして
しまひました。
ばんになってはかつてみると、五センチメートルぐらゐになってゐました。ごはんを
たべてねて、あくるあさになると、おかあさんが、早くおきなさいといったから、お
きてみると、おてんとさまがてってゐました。
雪の日のおっかひ 小　針　　功
撃校がおはって、うちへかへりました。うちへかへると、かあちゃんが「ちょっと、
さだをのおいしやさんに　くすりをもらひにいってきてちょうだい」といった。ぼく
はまだおいしやさんのうちへいったことがないので、「おいしやさんのうちはどこな
の」ときく　と、かあちゃんは「おいしやさんのうちはねえ、となりのおふろやさんの、
ろぢをまがって、いって　左へまがっていくと、おとうふやさんがあるから、その前
ですよ」といった。ぼくは「さう、そんなら、ぼくいってく
－をきた。さうして、ぼくは　ばうLをかぶらないで行かう
やんが「ぱうLをかぶって行っていらっしゃい」といった。
に、きしょうがないんだもの。ばうLにきしょうがないと、
うっていふんだもの」といってばうLをかぶらないでいかう
たかあちゃんが「そんなこといわれたっていゝじゃないか」
なくかぶっていった。
一　77　－
るよ」といって、オーノヾ
とした。すると、かあち
ぼくは「だって　ばう　し
みんな　ふりようふりよ
としました。すると、ま
といった。ぼくはしかた
外へ出て見ると、雪はもう二センチぐらゐつもってゐた。もうどこもまつ白で足あと
や、じどうLやのとはったところだけくろくなってゐました。方々のやねにも、もう
雪はつもってゐました。そうして木の枝に白い花のやうに、雪がついてゐます。おふ
ろやの所にいたがあった。ぼくはそこをあるいていった。すると、つるつるとすべっ
た。ぼくはすってんころりんをした。ぼくははづかしくなった。ぼくはすぐおきた。
かぢやの所をまがっていくと撃校の門の前に出た。そこを左へまがってどんどんいっ
た。すると、かあちゃんのいったとはりに、おとうふやさんがありました。そこにお
いしやさんのいったとはりに、おとうふやさんがありました。そこにおいしやさんの
うちがありました。見るとひとりの人が、つくゑにむかつて、なにか書いてゐました。
ぼくはそこへ「こんにちは」といふとっくゑにむかってゐた人が立って乗ました。ぼ
くはぴんとふくろをわたしました。するとその人は、ぴんとふくろをもってとなりの
へやにいって、なにかしてゐるやうでした。二十分ぐらいたつと、その人が乗ました。
外では、子どもたちが雪の上をすべったりして、あそんでゐました。ぼくはくすりの
はいったぴんとふくろをもってかへりました。かへり、どっかのこぞうきんがじてん
Lやにのってとはりました。するとそのこぞうきんはすべってころびました。ぼくは
そんなの、かまはないので、ろぢにはいりました。おふろやさんのところで、女の子
が二人いくのでした。そのかたいつばが、ねえちゃんらしいので、よぼうとしました
が、よんでも、もしちがったらはずかしいから、そんなものかまはないと思って、雪
の上をどんどんすべりました。ぼくほころびました。するとかたっぽの人が「いさを
ぴんわったろ」といってあるいて来ました。ぼくは「やっぱりねえちゃんだったのか」
といふと、ねえちゃんは「ほんとにぴんわらなかった」といひました。ぼくは、わか
らないよといひました。うちへかへりました。
まだ雪はやみません。ねえちゃんがかへつて乗てから　ぼくはねえちゃんに、「ねえ
ちゃん、なんで、さつきぼくをしってゐやの」ときくと「おまへのオーノヾ－でもわか
ったし、ふくろが見えたから、おいしやきんにくすりをとりにいったのとわかったの
だよ」といって、ねえちゃんは、わらひました。
それから、ぼくは外であそぴました。方々のやねは、わたがのつかったやうです。ぼ
くはまあちゃんたちと、雪がつせんをしました。
雪 若　林　一　郎
撃校へ行かうとすると、空がくもってゐました。
こうちゃんが「兄ちゃん、雪がふるって、本とうだね」といひました。「どうして雪
がふるの」と聞いてみますと「だって、お父ちゃんもお母ちゃんも、くもってゐるか
ら　雪がふるっていってたよ」といひました。「本とうだね」とまたいひます。「本
とうさ、だから、ふったらかさをもって行くって」といひました。ぼくは「さうかい、
じゃあばよ」といって出かけました。撃校へいくとぼくは　雪が　ふるかしらと　忌
ひました。「リーン」とりんがなり出しました。本とうにふったらいゝなと屈ひまし
た。
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すると、二時間日ごろから、本とうに雪がちらちらふり始めました。
やっぱりふり出したぞ、お父ちゃんやお母ちゃんのいふことには、うそはないやと思
ってゐると、おあそび時間のりんがなりました。
風が出て来て、雪はよこにふり出しました。向こふのらうかのまどから見たら、やね
の上へぽつんぽつんとおちてゐました。ころころころがっても、やねの上でとまって
しまふ。みちの上に雪がおちて、土色の所もあれば　白いところもありました。雪は
おちてしまへば　白くわかるが、落ちる時には、しゆつしゅっと白くて長いやうなも
のになる。三時間目には、けんちゃんが、かさもって来てくれました。ぼくはかへり
にそのかさをさして走り出しました。朝くら君がゐたので一しよにかへりました。朝
くら君はをぽきんかだれかしらないけれど、だれかむかへに来たのです。ほかのくみ
の子がすべ、つてころびました。雪はもう、大へんつもってゐました。
守一ちゃんは、はじめつくった雪の綴方を書きなはしました。
二つをくらべて、よんで見ませう。
撃校へ行かうとすると、空がくもってゐました。
こうちゃんが「兄ちゃん、雪がふるって、本とうだね」といひました。こうちゃんは
四谷えうちゑんの生とで、大へんゑがうまくて、へうばんだすです。
ぼくはこうちゃんに「どうして雪がふるの」と聞いて見ますと「だって、お父ちゃん
もお母ちゃんも、くもってゐるから　雪がふるっていってたよ」といひました。「本
とうだね」とぼくがいひますと、「本とうさ、だからふったらかさをもって行くって」
とこうちゃんはいひました。ぼくは「きうかい、じゃあばよ」といって出かけました。
「本とうかしら」と思っていくども空を見ました。空はくらくなって、もう少しで雪
がふりさうなお天気でした。本とうにふり出したら、雪だるまをこしらへよう。
撃校へ行っても、雪のことばかり思ってゐました。「リーン」とりんがなり出しまし
た。まどから外を見ました。
すると、二時間日ごろから、本とうに雪がちらちらふり始めました。
やっぱりふり出したぞ、お父ちゃんやお母ちゃんのいふことには、うそはないやと思
ってゐると、おあそび時間のりんがなりました。
風が出て釆て、雪はよこにふり出しました。向こふのらうかのまどから見たら、女の
人が、かさをさして走って行きました。かさは雪で、まるで白いかさのやうに見えま
した。かさの雪が道へおちます。やねもまつ白です。ふってくる雪が、ころころころ
がっても、やねの上でとまってしまふ。下の道には、雪が少なくて土色の所もあれば、
もうまつ白いところもあります。
雪は、おちてしまへば、まっ白とわかるが、おちてくる時には、しゆつしゅっと白く
て長いものゝやうに見えます。
三時間官にはけんちゃんが、かさもって来てくれました。ぼくはかへりにそのかさを
さして走り出しました。かさに雪があたって、ぽたぽたと音がします。
朝く　ら君がゐたので一しよにかへりました。をばさんか、だれかしらないけれど、む
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かへに来てゐました。ほかのくみの子がすべってころぴました。
雪はもう、大へんつもってゐました。
家にかへつて「たヾ今」といふと、かつどんが「やあ、めがねの父さんかへつたか。
雪がふったな」といふと、おくからこうちゃんが出て来て「兄ちゃん、おかへり、や
っぱり雪ふったね」といひました。
「うん、ふったね。いゝからおりてこいよ」とぼくがいふと「うん」といってこうち
ゃんは下りて乗ました。
「おいストーブの中に雪入れようよ」とぼくがいふと「面白いや、やらう」といって、
二人してストーブの中へ雪を入れました。雪をまるめては、なげこみました。そした
ら、かつどんが「ストーブに雪入れちやだめだぞ」といって、「ペちん」とぶちまし
た。
それで、おもてへ出て雪だるま作りました。
雪はだんだん雨になって来ました。
☆若林君の雪で、綴方のべんきやうします。
一とこと二つをよく　くらべてよんで、二の方は一より
もどんなふうに、うまくなってゐるか、しらべておいて下さい。
何をかいたら、どんなふうにかいたら、雪の日のことが
おもしろくかけるでせう。
花の恩ひ出 五年　　石　田　綾　子
もうせん龍野川の家にゐた時だった。
ちゃうど六月頃、撃校から締って来てから、私とお友達とお姉さんと三人で、矢車
草とすみれえおみかん箱に植ゑた。
それから一月位たって、或朝物干へ行って、水をやらうとしてみかん精を見ると、
矢車草とすみれの芽が数へきれない程たくさん出てゐた。あまりたくさん出たので、
私は嬉しいやうな、気持のわるいやうな気がした。
そのうちに、芽はだんだんのぴて、つぼみを持つやうになったので、私は、早く咲
けばよいと、今か今かと待ってゐた。或朝、お姉さんと二人で水をやりに物干に上っ
た。そしたら、矢車草とすみれの花が可愛らしい姿を見せて、あたりを明るく　してゐ
た。私とお姉さんは顔を見合はせて笑った。あまり嬉しいので早速お友達の所へ知ら
せに行った。お友達もその花を見て、すっかり喜んでしまった。
私とお姉さんは、毎日々々水をやった。その度に花は美しくなって行く。ほかほか
と暖かい日には蜜蜂が来て、花の中に顔をつつこみ、甘い蜜を吸って行った。やがて
六月も過ぎ、早くも夏が来て、二つの花は背かれてしまった。私とお姉さんはしばら
く二階へ行かなかった。
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或日私は何の気なしに物干へ上った。するとどうでせう、すみれの咲いたあとに又
何かの花が咲いてゐた。その花ははうせん花でした。夜になると、きりぎりすやこほ
ろぎが来て、はうせん花のそばできれいな馨で鳴き立てた。夕立などが乗ると五六本
の花の垂が皆懐にたほれてしまった。けれど私の家の物干は自首りがよいから、又少
しづゝもと通りになって行った。お母さんからお米をといだ水をもらってぢやぶぢや
ぶと水をやると、土の中にしみ込んで行く。時々お姉さんが水をやるのを忘れると、
私がかはりに水をやった。はうせん花の花の色は赤と桃色と白の三色である。小さい
垂についてゐるふくらんだものをつぶすと皮がはじけて、中から茶色のたねが飛出し
土の上にばらばらとこぼれてしまった。
今でも、あのとろどりの花が箱の中に楽しさうにさきこぼれてゐた様子が目に浮ん
でくる。色々なことを思い出すと、三つの花がとてもなっかしい。その三つの花は、
四谷へ越して乗る時、物干へ置いて来てしまった。今頃はどうしてゐるだらう。若し
かしたら、今度越して来た人が知らないで花の咲くみかん箱を捨てゝしまったかも知
れない。今でもあの物干に置いてあるといゝと、私は心配である。
私 五年　　坂　田　伸　子
私は時々自分の心を反省してみて自分の性格に何だか不安を持つことが度々ある。
先づその一つは、私と言ふ人間はどうも少しまがってゐてひがんでゐるやうに恩は
れる。例へば、こたつにあたってゐる祖父が淑子を抱いて「伸子なんかこたっにあた
つちやいけないよ。」とふざけて言ったりすると、私はもう心がいらいらして、「淑
子が生まれたからみんなで淑子ばかり可愛がってゐるのね。淑子なんか死んぢやへば
いゝわ。」と言ふ。するとそんな時いつも母はだまって私を見て、「又始まった。誰
も淑子だけ可愛がってゐなにのに、あんたはどうしてそうひがむのでせうね。」と言
ふ。さう言ほれると尚更「うそよ。宏だって功だってみんな可愛がって…・。いぢわ
る。いぢわる。」さう言って私はわっと泣いてしまふ。其の時はまるで馬鹿みたいに
言ひ張り母をこまらせる。けれども後で考へると母にすまなかった気もするが、やは
り母に何か言はれたりするとつい言ってしまふ。
私は勉強がきらひなのかしらん。きらひでもなにのにどうしてなまけるのかしらん。
私はむら気らしい。勉強しても一生懸命やったりなまけたり、それが私の性質かも知
れない。又仕事に対しても、例へば叔父さんの家に行くと大欒手席をしたりするのが、
家ではお使ひもさうよくしないし手樽だってしないので、母がねこかぶりだといふ。
夜寝床でしんみり、「伸子の馬鹿。どうしてこんなに馬鹿でひがんだりするの。」
と自分で自分の心をしかって、今までのことを恩ひ、「馬鹿。馬鹿。」とひとり私は
寝床で泣く。
さうだ。私も三人の姉さんなのだから、母に心配かけないでもっとすなはになり、
お手博もよく　しよう。もう六年生にもなるのだから、勉強もしっかりして私のやんち
ゃな心をなはし、よい子になりたいと思ってゐる。よい子になれば母も喜んでくれる
でせうし、私も大欒嬉しい。だがまだ時々よい子のなれないで後悔することが多い。
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綴方に於ける見童沓達概観　（五味先生講演要項）
1　沓表内容
一年　　　　　　二年　　　　　　　三・四年　　　　　　五・六年
A　　概括的　　　精々　　　　　　具体的脊表　　　　　　精叙
輪郭的　　　　具体的　　　　（要点要所の）　　　略叙
表面的　　　　　　　　　　　　　細叙　　　　　　　人・景・語を生かす
工夫
B　　部分的　　　精々　　　　　　　全体的　　　　　　　総合的発表
羅列的　　　　全般的　　　　　（全体と部分）　　体系的発表
C　　器械的　　　自然的　　　　　自然的　　　　　　　　必然的
偶発的　　　行動的　　　　　意識的一一統合　　　規範的（組織的）
無意識的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主観的
D　　不統一　　　単純化　　　　精々　合理的　　　　　　合理的
非合理　　　自然的　　　　　　　意識的　　　　　　論理的一一目的的
（構想）　　　　　　　　　　　　統一
E　　主我的　　　主観的　　　　　主観的 主観的一抒情的
評論的
篤生的
客観的一説明的
（注意）
1　具体的経験　　細叙の初歩　　　　　具象的
思い起こす
2　主観的内容　主観化の初歩　　　精叙練習
の萌芽　　　　　　　　　　　　　　主観的内容
の誘導
精叙略叙
主観的発表
（思想化内面化）
3　再現的叙述　　単一化　　　　　主想による内容　　　　　　体系的
の統一　　　　　　　　（目的的）統一
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2　用 号五ロP
一年　　　　　二年　　　　　　三・四年　　　　　　　　　五・六年
A　不適語時代　　児童語時代　　　　日常語時代　　　　　　　遥拝譜時代
（方言化音　（方言、　　　（普通語を加へた）　　　（一般標準語
不適語）　　児童用語）　　　日常語　　　　　　　　　用語の選揮）
B　　語彙少し　　　増加 豊　富 普通語
標準語一一収得
C　接続詞多し　　接続の工夫　　副詞形容詞の使用　　　　助辞
言語述語の　　　　　　　　　（言ひまはし適切）　　　助動詞の使用
み接続詞に　　　　　　　　　　明確
てつなぐ
D　単文的叙述　　単文的　　　　　　複文的叙述
→複文化
長短自由なる
センテンス
E　不完全なる　　意味の通る　　　普通なる用語　　　　　　表現の工夫
表現　　　　　　表現　　　　　　　（修辞的用語）　　　　　（修辞的工夫）
＜　無　意　識　的　工　夫＞
注意
1　誤字脱字
カナ遺
（発音的）
2　　よみかへす 自己訂正 推　敲
縦書きB5謄写版袋とじ（ステイプルどめ）34ページ、付2ページ。
お　わ　り　にこ
当時このような国語・綴方についての研究会・講習会は盛んに行われていたようで
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ある。継続的に資料を収集し、蓄積していきたい。
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